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規

則 

埼
玉
県
卸
売
市
場
審
議
会
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

平
成
二
十
七
年
九
月
八
日 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 

埼
玉
県
規
則
第
六
十
四
号 

 
 

 

埼
玉
県
卸
売
市
場
審
議
会
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

 

埼
玉
県
卸
売
市
場
審
議
会
規
則
（
平
成
十
五
年
埼
玉
県
規
則
第
百
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。 

 

第
三
条
第
一
項
第
六
号
を
削
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
二
十
八
号 

 
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
特
定

非
営
利
活
動
法
人
を
設
立
し
よ
う
と
す
る
者
か
ら
次
の
と
お
り
申
請
書
が
提
出
さ
れ
た
の
で
、
同

条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
す
る
。 

 

な
お
、
当
該
申
請
に
係
る
定
款
、
役
員
名
簿
、
設
立
趣
旨
書
並
び
に
設
立
当
初
の
事
業
年
度
及

び
翌
事
業
年
度
の
事
業
計
画
書
及
び
活
動
予
算
書
を
、
申
請
書
を
受
理
し
た
日
か
ら
二
月
間
、
県

民
生
活
部
共
助
社
会
づ
く
り
課
及
び
埼
玉
県
東
部
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
備
え
置
く
方
法

並
び
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
方
法
（
埼
玉
県
Ｎ
Ｐ
Ｏ
情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（h

t
t
p
:
/
/
w

w
w
.
s
a
i
t
a
m
a
k
e
n
-
n
p
o
.
n
e
t
/

）
）
に
よ
り
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
七
年
九
月
八
日 

 
 

 
 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

申
請
の
あ
っ
た
年
月
日 

 
 

平
成
二
十
七
年
八
月
二
十
八
日 

二 

申
請
に
係
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
名
称 

特
定
非
営
利
活
動
法
人
三
郷
早
稲
田
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト 

三 

代
表
者
の
氏
名 

古
賀 

史
朗 

四 

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地 

埼
玉
県
三
郷
市
早
稲
田
七
丁
目
一
番
地
七 

五 

定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的 

こ
の
法
人
は
、
地
域
の
高
齢
者
等
が
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を

め
ざ
す
た
め
、
行
政
機
関
、
医
療
機
関
、
民
間
団
体
、
地
域
住
民
等
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
地

域
福
祉
の
増
進
に
寄
与
し
、
「
地
域
で
支
え
あ
い
・
助
け
合
う
住
民
主
体
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を

確
立
す
る
」
こ
と
を
目
的
と
す
る
。 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
二
十
九
号 

 
特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
特
定 

非
営
利
活
動
法
人
を
設
立
し
よ
う
と
す
る
者
か
ら
次
の
と
お
り
申
請
書
が
提
出
さ
れ
た
の
で
、
同 

条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
す
る
。 

 

な
お
、
当
該
申
請
に
係
る
定
款
、
役
員
名
簿
、
設
立
趣
旨
書
並
び
に
設
立
当
初
の
事
業
年
度
及

び
翌
事
業
年
度
の
事
業
計
画
書
及
び
活
動
予
算
書
を
、
申
請
書
を
受
理
し
た
日
か
ら
二
月
間
、
県

民
生
活
部
共
助
社
会
づ
く
り
課
及
び
埼
玉
県
川
越
比
企
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
東
松
山
事
務
所
に
お

い
て
備
え
置
く
方
法
並
び
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
方
法
（
埼
玉
県
Ｎ
Ｐ
Ｏ
情
報
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
（h

t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
s
a
i
t
a
m
a
k
e
n
-
n
p
o
.
n
e
t
/

）
）
に
よ
り
縦
覧
に
供
す
る
。 

平
成
二
十
七
年
九
月
八
日 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

一 

申
請
の
あ
っ
た
年
月
日 

 
 

平
成
二
十
七
年
八
月
二
十
八
日 

二 

特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
名
称 

 
 

特
定
非
営
利
活
動
法
人
日
本
都
市
創
り
活
動
機
構 

三 

代
表
者
の
氏
名 

 
 

畑 
 

 

新
一
郎 

四 

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地 

 
 

埼
玉
県
比
企
郡
小
川
町
み
ど
り
が
丘
三
丁
目
十
一
番
地
十
九 

五 

定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的 

 

こ
の
法
人
は
、
都
市
の
活
性
化
、
安
全
な
く
ら
し
そ
し
て
伝
統
を
守
り
地
域
の
人
達
と
協
力

し
知
識
の
向
上
（
習
得
）
と
人
材
の
育
成
を
図
り
社
会
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
三
十
号 

 
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
病
院
を
救
急
病
院
等
を
定
め
る
省
令
（
昭
和
三
十
九
年
厚
生
省
令
第

八
号
）
第
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
救
急
病
院
と
し
て
平
成
二
十
七
年
九
月
五
日
に
認
定
し
、
そ

の
有
効
期
限
を
同
表
の
下
欄
の
と
お
り
と
し
た
。 

 
 

平
成
二
十
七
年
九
月
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

                           

川
口
市
立
医
療
セ
ン
タ
ー 

 

医
療
法
人
財
団
明
理
会
イ
ム
ス

富
士
見
総
合
病
院 

 

医
療
法
人
社
団
明
芳
会
イ
ム
ス

三
芳
総
合
病
院 

 

医
療
法
人
眞
幸
会
草
加
松
原

整
形
外
科
医
院 

 

さ
い
た
ま
市
民
医
療
セ
ン
タ
ー 

 

医
療
法
人
社
団
松
弘
会
三
愛

病
院 

 

医
療
法
人
刀
圭
会
本
川
越
病

院 

 

帯
津
三
敬
病
院 

 

社
会
医
療
法
人
至
仁
会
圏
央

所
沢
病
院 

    
 

 
 

 

名 

称 
 

 
 

 
 病

院 
埼
玉
県
川
口
市
大
字
西
新
井
宿
百
八

十
番
地 

埼
玉
県
富
士
見
市
大
字
鶴
馬
千
九
百

六
十
七
番
地
一 

 

埼
玉
県
入
間
郡
三
芳
町
藤
久
保
九
百

七
十
四
番
三
号 

 

埼
玉
県
草
加
市
松
江
二
丁
目
三
番
地

五
十 

 

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
西
区
大
字
島
根

二
百
九
十
九
番
地
一 

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
桜
区
田
島
四
丁

目
三
十
五
番
十
七
号 

 

埼
玉
県
川
越
市
中
原
町
一
丁
目
十
二

番
地
の
一 

 

埼
玉
県
川
越
市
大
字
大
中
居
五
百
四

十
五
番
地 

埼
玉
県
所
沢
市
東
狭
山
ヶ
丘
四
丁
目

二
千
六
百
九
十
二
番
地
一 

  
 

 
 

所 

在 

地 
 

 
 

 

平

成

三

十

年

九
月
四
日 

同
右 

  

同
右 

  

同
右 

  

同
右 

 

同
右 

  

同
右 

  

同
右 

 

同
右 

 

 

有
効
期
限 

 



  

埼
玉
西
協
同
病
院 

 
社
会
医
療
法
人
財
団
石
心
会

埼
玉
石
心
会
病
院 

 

蓮
田
病
院 

 

埼
玉
よ
り
い
病
院 

 

秩
父
第
一
病
院 

 

埼
玉
県
所
沢
市
大
字
中
富
元
下
安
松

分
字
北
新
田
千
八
百
六
十
五
番
地
一 

埼
玉
県
狭
山
市
鵜
ノ
木
一
番
三
十
三

号 

 

埼
玉
県
蓮
田
市
大
字
根
金
字
大
山
千

六
百
六
十
二
‐
一 

埼
玉
県
大
里
郡
寄
居
町
大
字
用
土
三

百
九
十
五
番
地 

埼
玉
県
秩
父
市
中
村
町
二
丁
目
八
番

十
四
号 

平

成

三

十

年

九
月
四
日 

同
右 

  

同
右 

 

同
右 

 

同
右 

 



告 
 

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
三
十
一
号 

 
労
働
関
係
調
整
法
（
昭
和
二
十
一
年
法
律
第
二
十
五
号
）
第
三
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

平
成
二
十
七
年
九
月
一
日
付
け
で
、
次
の
と
お
り
争
議
行
為
を
行
う
旨
の
通
知
が
あ
っ
た
の
で
、

公
表
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
七
年
九
月
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

争
議
行
為
を
行
う
労
働
組
合 

 
 

別
表
に
掲
げ
る
労
働
組
合 

二 

事
件 

 
 

職
場
環
境
改
善
要
求
等
の
件 

三 

日
時 

 
 

平
成
二
十
七
年
九
月
十
二
日
午
前
八
時
五
十
分
か
ら
問
題
解
決
に
至
る
ま
で
の
期
間 

四 

場
所 

 
 

別
表
に
掲
げ
る
労
働
組
合
の
組
合
員
が
従
事
す
る
全
職
場
又
は
一
部
の
職
場 

五 

概
要 

 
 

組
合
員
に
よ
る
争
議
行
為
を
行
う
。 

 

別 

表 

   

国
鉄
高
崎
動
力
車
連

帯
労
働
組
合 

国
鉄
高
崎
動
力
車
連

帯
労
働
組
合 

労
働
組
合
名 

和
田
山 

繁 

和
田
山 

繁 

執
行
委
員
長

等
名 

Ｊ
Ｒ
高
崎
鉄
道
サ

ー
ビ
ス
株
式
会
社

熊
谷
事
業
所 

Ｊ
Ｒ
高
崎
鉄
道
サ

ー
ビ
ス
株
式
会
社

籠
原
事
業
所 

組
合
員
が
従
事 

す
る
職
場 

埼
玉
県
熊
谷
市
筑
波
二
丁
目
百

十
二
番
地 

埼
玉
県
深
谷
市
東
方
下
原
三
千

七
百
八
番
地
三 

所 

在 

地 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
三
十
二
号 

 
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
十
八
条
第
十
六
項
の
規
定
に
よ
り
、

九
郷
阿
保
領
用
水
土
地
改
良
区
か
ら
当
該
役
員
に
就
任
し
た
者
及
び
当
該
役
員
を
退
任
し
た
者
の

氏
名
及
び
住
所
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
届
出
が
あ
っ
た
。 

平
成
二
十
七
年
九
月
八
日 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

一 

就
任 

 

職
名 

 
 

氏 
 

名 
 

 
 

 

住 
 

所 

 

理
事 

清 

水 

雅 

之 
 

埼
玉
県
児
玉
郡
神
川
町
大
字
八
日
市
二
十
九
番
地
十
二 

 

同 
 

竹 

内 

房 

夫 
 

同 
 

本
庄
市
児
玉
町
保
木
野
四
百
三
十
二
番
地
一 

 

同 
 

宮 

部 

尊 

太 
 

同 
 

同 
 

児
玉
町
児
玉
二
千
四
百
九
十
三
番
地
一 

 

同 
 

竹 

澤 

辰 

男 
 

同 
 

同 
 

児
玉
町
入
浅
見
七
百
三
番
地 

 

同 
 

分 

須 

政 

士 
 

同 
 

同 
 

児
玉
町
蛭
川
百
八
十
九
番
地
一 

 

同 
 

新 

井 

富 

夫 
 

同 
 

同 
 

児
玉
町
上
真
下
四
百
四
十
二
番
地 

 

同 
 

高 

橋 

幸 

雄 
 

同 
 

同 
 

今
井
千
百
八
十
八
番
地
一 

 

同 
 

萩 

原 
 

 

満 
 

同 
 

同 
 

北
堀
二
百
三
十
四
番
地 

 

同 
 

杉 

田 

康 

隆 
 

同 
 

同 
 

四
方
田
百
七
十
八
番
地 

 

同 
 

冨 

丘 

昇 

治 
 

同 
 

児
玉
郡
神
川
町
大
字
八
日
市
三
百
四
十
九
番
地
二 

 

同 
 

岡 

野 

光 

雄 
 

同 
 

同 
 

同 
 

同 

小
浜
二
百
七
十
一
番
地 

 

同 
 

荒 

木 

武 

昭 
 

同 
 

同 
 

同 
 

同 

関
口
二
百
三
十
三
番
地 

同 
 

堀 

込 

正 

義 
 

同 
 

同 
 

上
里
町
大
字
大
御
堂
五
十
二
番
地 

 

同 
 

柳 

田 

文 

雄 
 

同 
 

同 
 

同 
 

同 

長
浜
四
百
六
十
三
番
地 

 

同 
 

金 

井 

明 

人 
 

同 
 

同 
 

同 
 

同 

五
明
九
百
五
十
六
番
地 

二 

退
任 

 

職
名 

 
 

氏 
 

名 
 

 
 

 

住 
 

所 

 

理
事 

清 

水 

雅 

之 
 

埼
玉
県
児
玉
郡
神
川
町
大
字
八
日
市
二
十
九
番
地
十
二 

 

同 
 

榊 
 

冨
久
八
郎 

 

同 
 

同 
 

同 
 

同 

同 
 

二
百
二
十
八
番
地
二 

同 
 

金 

井 

昭 

平 
 

同 
 

同 
 

上
里
町
大
字
五
明
九
百
五
十
六
番
地 

 

同 
 

田 

島 

威 

博 
 

同 
 

本
庄
市
児
玉
町
上
真
下
百
五
十
三
番
地 

 

同 
 

堀 

越 
 

 

登 
 

同 
 

児
玉
郡
神
川
町
大
字
植
竹
七
百
九
十
四
番
地 

 

同 
 

門 

倉 

秀 

明 
 

同 
 

本
庄
市
四
方
田
二
百
九
十
二
番
地 

 

同 
 

宮 

部 

尊 

太 
 

同 
 

同 
 

児
玉
町
児
玉
二
千
四
百
九
十
三
番
地
一 

 

同 
 

山 

﨑 

正 

明 
 

同 
 

児
玉
郡
神
川
町
大
字
小
浜
五
百
六
十
七
番
地 



 

同 
 

高 

橋 

幸 

雄 
 

同 
 

本
庄
市
今
井
千
百
八
十
八
番
地
一 

 

同 
 

分 

須 

政 

士 
 

同 
 

同 
 

児
玉
町
蛭
川
百
八
十
九
番
地
一 

 
同 

 

堀 

込 

正 

義 
 

同 
 

児
玉
郡
上
里
町
大
字
大
御
堂
五
十
二
番
地 

 

同 
 

井 

上 

忠 

孝 
 

同 
 

本
庄
市
北
堀
百
八
十
三
番
地 

 

同 
 

清 
水 

忠 

之 
 

同 
 

児
玉
郡
上
里
町
大
字
長
浜
五
百
三
十
二
番
地
四 

 

同 
 

米 
沢 

 
 

清 
 

同 
 

本
庄
市
児
玉
町
下
真
下
百
五
十
八
番
地 

 

同 
 

竹 

内 
房 
夫 

 

同 
 

同 
 

児
玉
町
保
木
野
四
百
三
十
二
番
地
一 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
三
十
三
号 

 
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
十
八
条
第
十
六
項
の
規
定
に
よ
り
、

安
戸
・
田
宮
土
地
改
良
区
か
ら
当
該
役
員
に
就
任
し
た
者
及
び
当
該
役
員
を
退
任
し
た
者
の
氏
名

及
び
住
所
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
届
出
が
あ
っ
た
。 

平
成
二
十
七
年
九
月
八
日 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

一 

就
任 

 

職
名 

 

氏 
 

 

名 
 

 
 

 

住 
 

 
 

 

所 

 

理
事 

新 

井 

和 

夫 
 

埼
玉
県
北
葛
飾
郡
杉
戸
町
大
字
本
島
二
千
七
十
五
番
地
二 

 

同 
 

山 

崎 

利 

一 
 

同 
 

同 
 

 

同 
 

同 

才
羽
二
千
六
十
五
番
地
一 

 

同 
 

鈴 

木 

昭 

男 
 

同 
 

同 
 

 

同 
 

同 

佐
左
エ
門
六
百
九
十
番
地 

 

同 
 

秋 

山 

勝 

彦 
 

同 
 

同 
 

 
同 

 

同 

大
塚
九
十
七
番
地 

 

同 
 

篠 

崎 

隆 

男 
 

同 
 

幸
手
市
大
字
戸
島
百
十
三
番
地 

 

同 
 

榎 

原 

敏 

夫 
 

同 
 

春
日
部
市
不
動
院
野
九
十
七
番
地
一 

 

監
事 

赤 

沼 

正 

夫 
 

同 
 

北
葛
飾
郡
杉
戸
町
大
字
堤
根
五
十
三
番
地 

 

同 
 

田 

中 

正 

俊 
 

同 
 

同 
 

 

同 
 

同 

並
塚
五
百
八
十
番
地 

 

同 
 

堀 

江 

清 

吉 
 

同 
 

幸
手
市
大
字
戸
島
四
百
一
番
地 

二 

退
任 

 

職
名 

 

氏 
 

 

名 
 

 
 

 

住 
 

 
 

 

所 

 

理
事 

坂 

齋 

忠 

造 
 

埼
玉
県
北
葛
飾
郡
杉
戸
町
大
字
遠
野
五
百
三
十
九
番
地 

 

同 
 

新 

井 

和 

夫 
 

同 
 

同 
 

 

同 
 

同 

本
島
二
千
七
十
五
番
地
二 

 

同 
 

山 

崎 

利 

一 
 

同 
 

同 
 

 

同 
 

同 

才
羽
二
千
六
十
五
番
地
一 

 

同 
 

田 

中 

正 

夫 
 

同 
 

同 
 

 

同 
 

同 

大
塚
二
百
一
番
地 

 

同 
 

加 

藤 

初 

雄 
 

同 
 

幸
手
市
戸
島
二
丁
目
四
十
三
番
地 

 

同 
 

榎 

原 

敏 

夫 
 

同 
 

春
日
部
市
不
動
院
野
九
十
七
番
地
一 

 

監
事 

鈴 

木 

昭 

男 
 

同 
 

北
葛
飾
郡
杉
戸
町
大
字
佐
左
エ
門
六
百
九
十
番
地 

 

同 
 

松 

原 

耕 

作 
 

同 
 

同 
 

 

同 
 

同 

堤
根
四
千
四
十
五
番
地 

 

同 
 

新 

井 

重 

夫 
 

同 
 

幸
手
市
大
字
戸
島
三
百
三
十
八
番
地 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
三
十
四
号 

 
家
畜
伝
染
病
予
防
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
六
十
六
号
）
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
次
の
と
お
り
患
畜
等
に
つ
い
て
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。 

平
成
二
十
七
年
九
月
八
日 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

  

ヨ
ー
ネ
病 

牛 

伝
染
病
及
び 

家
畜
の
種
類 

患
畜 

患 

畜 

及 
び 

疑
似
患
畜
の
区
分 

一
頭 

頭
数
又
は 

群 
 

数 

上
里
町 

発
生
場
所
又
は 

区 
 

 
 

域 

平
成
二
十
七
年 

九
月
一
日 

発
生
年
月
日 

殺
処
分 

処 

置 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
三
十
五
号 

 
電
線
共
同
溝
の
整
備
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
七
年
法
律
第
三
十
九
号
）
第
三
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
、
電
線
共
同
溝
を
整
備
す
べ
き
道
路
と
し
て
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。 

 
 

平
成
二
十
七
年
九
月
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

   

 

 

   

県 

道 

       

道
路
の
種
類 

 

 

  

本
川
越
停
車
場
線 

路 
線 

名 

 

埼
玉
県
川
越
市
中
原
町
一
丁
目
一
番
一 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

地
先
か
ら 

 
埼
玉
県
川
越
市
連
雀
町
三
番
二 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

地
先
ま
で 

区 
 

 
 

 
 

 

間 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
三
十
六
号 

 
次
の
雨
水
流
出
抑
制
施
設
は
、
埼
玉
県
雨
水
流
出
抑
制
施
設
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成

十
八
年
埼
玉
県
条
例
第
二
十
号
）
第
五
条
第
一
項
の
規
則
で
定
め
る
技
術
的
基
準
に
適
合
す
る
と

認
め
た
の
で
、
告
示
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
七
年
九
月
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

許
可
番
号 

 
 

第
二
〇
一
四
―
二
十
三
―
一
号 

二 

雨
水
流
出
抑
制
施
設
の
敷
地
で
あ
る
土
地
の
区
域 

 
 

埼
玉
県
坂
戸
市
末
広
町
二
十
番
二 

三 

雨
水
流
出
抑
制
施
設
の
容
量 

 
 

容
量 

千
百
七
十
七
・
一
二
五
立
方
メ
ー
ト
ル 

 
 

 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
三
十
七
号 

 
土
地
区
画
整
理
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
十
九
号
）
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
土
地

区
画
整
理
事
業
の
施
行
を
認
可
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。 

 
 

平
成
二
十
七
年
九
月
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
 

 
 

一 

施
行
者
の
名
称
及
び
住
所 

 
 

三
島
開
発
株
式
会
社 

 
 

埼
玉
県
朝
霞
市
西
弁
財
一
丁
目
十
一
番
六
号 

二 

事
業
施
行
期
間 

 
 

平
成
二
十
七
年
九
月
八
日
か
ら 

 
 

平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

三 

施
行
地
区 

 
 

埼
玉
県
比
企
郡
川
島
町
大
字
上
伊
草
字
三
島
及
び
字
堤
外
蔵
主
、
大
字
中
山
字
一
楽
の
各
一 

 
 

部 

四 

土
地
区
画
整
理
事
業
の
名
称 

 
 

川
越
都
市
計
画
事
業
三
島
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業 

五 

事
務
所
の
所
在
地 

 
 

埼
玉
県
朝
霞
市
西
弁
財
一
丁
目
十
一
番
六
号 

六 

施
行
認
可
の
年
月
日 

 
 

平
成
二
十
七
年
九
月
八
日 

七 

事
業
年
度 

 
 

毎
年
四
月
一
日
か
ら
翌
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

八 

公
告
の
方
法 

 
 

事
務
所
及
び
川
島
町
役
場
の
掲
示
場
に
掲
示
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。 



告

示 

埼
玉
県
告
示
第
千
三
十
八
号 

 
さ
い
た
ま
市
か
ら
さ
い
た
ま
都
市
計
画
大
宮
駅
西
口
第
３
‐
Ｂ
地
区
第
一
種
市
街
地
再
開
発
事

業
の
決
定
に
係
る
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た
の
で
、
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第

百
号
）
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
図
書
の
写
し
を
埼
玉
県
都
市
整
備
部
市
街
地
整

備
課
に
お
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

平
成
二
十
七
年
九
月
八
日 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 
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